
新産業集積エリア整備事業に伴う工事説明会

令和４年８月１０日

鳥栖市 経済部 商工振興課



１．「開発計画」について

開発地の周囲に
・緩衝緑地帯（幅２０ｍ）
・管理用道路（幅４ｍ）
を整備

緩衝緑地帯の一部に
・公園（２箇所）
を整備

開発地の南東側に
・調整池
（広さ：約110×160ｍ）
（貯留深さ：約１.３ｍ）

を整備し、開発地内の
雨水排水を調整
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調整池

工場用地
（約２１ha）

公園
公園



１．「開発計画」について（令和3年８月豪雨での調整池の検証）

○鳥栖市における「２０１０年３月から２０２２年４月まで」の
日降水量観測データ（上位１０位まで）

○「２０２１年８月１３日」の日降水量（３３２．５ミリ）は、
観測史上１位の値となっている

（佐賀地方気象台鳥栖観測所データ）

２

１位

332.5日降水量
（㎜）

■鳥栖 雨量観測所（観測史上１～１０位の値）



１．「開発計画」について（令和3年８月豪雨での調整池の検証結果）

令和３年８月豪雨時の 最大日降雨量 と調整池の計画貯留容量

３

令和３年８月豪雨時の降雨が、新産業集積エリア整備後に降っ

たと仮定した場合の調整池の状況をグラフで表したもの。

【検証結果】

令和３年８月豪雨に対しても、当該調整池から雨水があふれることは無く、

計画通り調整して排水されることから、整備後も状況に相違がない事を

確認できた。



２．「土砂搬入工事」と「造成工事」について

工 事 名 土砂搬入工事 造成工事

工 事 時 期
説明会後
～ 令和５年２月（予定）

市議会による議決後
～ 令和６年６月（予定）

請 負 業 者
儀徳町 ２２７６－６
株式会社龍建設

アサヒビール株式会社が選定した業者と
市が契約し、施工します。

工 事 内 容

○説明会後～

・準備工（事業用地内の草刈など）

・工事用道路の設置

・盛土用土砂の搬入

※１日当り ダンプトラック４０台

程度の出入りを予定しています

○市議会による議決後～

・準備工（事業用地内の草刈など）

・仮設工（仮囲い、仮排水施設など）

・軟弱地盤対策工

・造成工（盛土工、道路・水路工など）

※１日当り ダンプトラック 40～ 200台

程度の出入りを予定しています

工 事 用
車 両 の
ル ー ト

バイパス真木町交差点から鳥南橋を使用して進入し、同じルートで退出

※工事用車両の通行は

通勤時間帯を外した 9：00～ 16：30 とします
４



３．「アサヒビール株式会社の進出」について（会社概要等）

会社名称 アサヒビール株式会社

所 在 地 東京都墨田区吾妻橋１丁目２３番１号

業 種 ビール製造業

資 本 金 ２００億円

売 上 額 ７，２５２億３，２００万円 （２０２１年１２月期）

従業員数 ３，１４２名 （２０２１年１２月３１日現在）

アサヒビール株式会社が鳥栖市を選定した理由

新九州工場（仮称）のイメージ

・九州全域への効率的な供給や十分な水量を確保できる立地であり、

敷地面積を含めて最も条件に合致したこと

・品質を担保したビール類や飲料などの生産能力を十分に確保できる

こと

・敷地面積は現在の博多工場と比較して2倍以上、想定年間生産量は1.3倍となる。

・移転に伴い、ビール類・ノンアルコールビールテイスト飲料・RTD・アサヒ

飲料商品などグループの多様な商品や容器の製造を行い、九州エリアに出荷

する大部分の商品の製造が可能となる。
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３．「アサヒビール株式会社の進出」について（新工場の事業計画）

新事業所の名称 アサヒビール株式会社 九州工場（仮称）

進 出 予 定 地 新産業集積エリア鳥栖（鳥栖市幸津町下川原５３７番地 他）

敷 地 ２０万９，１７７．４６ｍ2

建 物 約６万ｍ2

事 業 内 容 ビール類、ノンアルコールビール、RTD、飲料製品などの製造

雇 用 計 画

正社員
その他

常用雇用者数
合計

当初
(令和８年１月)

１２２人 ９４人 ２１６人

投 資 額
第１期 第２期

計画中 計画中

建設予定時期 着工：令和６年１月～竣工：令和８年１月

操 業 開 始
予 定 時 期

令和８年１月
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